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カウンセラー

対立状況においで■Eさんは :

・  対人関係での攻撃性を嫌う傾向がある

・  誰にでも受け入れられるような解決策を探そうとする

・  問題を解決することよりも、人との和を大切にして多数意見に従う

・ 興奮している人を落ち着かせようとする

・ 静かで、控え目になるかもしれない

・ 対立に対してなす術がなく、無力感を味わうかもしれない

・ 公然とした、直接の対立を嫌う傾向がある

・ 感情的になる傾向がある
日 個人攻撃をするようになるかもしれない

・ 否定的な情報を軽視する傾向がある

・ 問題点に触れずに、怒つている人をなだめようとする

・ 体裁が悪くなつたり、評判が落ちるのを避けるために譲歩する

・ 衝動的になる
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